合同2020-2-02

2020年度SIPS

第1回国際／業界横断EDIタスクフォース
第1回金流商流情報連携タスクフォース
合同会議議事録(案)
2020年6月23日（火）13:30～15:50
オンライン会議（ZOOM）
１．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
　特別会員　　　兼子　邦彦　　　SCCCリアルタイム経営推進協議会
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 
　　　幹事会員　　　貴田　隆行　　　株式会社NTTデータ
　　　幹事会員　　　杉本　泰輔　　　株式会社NTTデータ
幹事会員　　　Yusman Kurnia 株式会社NTTデータ
幹事会員　　　斉藤　孝平　　　株式会社NTTデータ経営研究所
　　　幹事会員　　　岡村　俊也　　　株式会社グローバルワイズ
　　　幹事会員　　　香坂　真人　　　株式会社JSOL
　　　幹事会員　　　関野　彬史　　　株式会社JSOL
　　　幹事会員　　　井坂　弘介　　　日本情報通信株式会社
　　　幹事会員　　　中島　美奈子　　日本情報通信株式会社
　　　幹事会員　　　高橋　一裕　　　日本電気株式会社
　　　正会員　　　　猪股　洋二　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　小林　将也　　　株式会社オージス総研
　　　正会員　　　　武　　伸一　　　キャノンＩＴソリューションズ株式会社
　　　正会員　　　　草　　真琴　　　キャノンITソリューションズ株式会社
　　　正会員　　　　内村　洋平　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　正会員　　　　港　　和行　　　イオンアイビス株式会社
　　　正会員　　　　森　　安代　　　NECソリューションイノベータ株式会社
　　　正会員　　　　惣代　和明　　　NECソリューションイノベータ株式会社
　　　正会員　　　　中村　秋人　　　豊田通商株式会社
　　　正会員　　　　坂本　知彦　　　株式会社エクス
　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　　　　
事 務 局
     菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

出席者24名
４．議事概要　
2020年度第1回国際/業界横断EDIタスクフォース＆金流商流情報連携タスクフォース合同会議は、以下の議事を実施した。（資料：合同2020-1-01第1回合同タスクフォース議事次第）
４－１．2020年度タスクフォース・リーダーの選出
　事務局の推薦に基づき2020度の両タスクフォース・リーダーの選出を行った。以下のリーダーが全会一致で選出された。

・国際/業界横断EDIタスクフォースのリーダーは兼子邦彦氏が選出された。

・金流商流情報連携タスクフォースのリーダーは遠城秀和氏が選出された。
４－２．2020年度タスクフォース活動計画
　2020年度タスクフォース活動計画及び国連CEFACT標準技術研修計画について、事務局より説明が行われた。

（資料：合同2020-1-03(1)　2020年度国際／業界横断EDI TF活動計画）
（資料：合同2020-1-03(2)　2020年度金流商流情報連携TF活動計画）
（資料：合同2020-1-03(3)　国連CEFACT標準技術研修計画）
【審議】
＜国際／業界横断EDI TF活動計画＞
· アプリケーション間連携のため、ユーザー間で使用する情報項目を決めるための企業間システム協同メカニズムの検討を行いたい。本テーマにつき、国際／業界横断EDI TFにて国内における要求仕様を調査し、まとまれば国際連携TFにて審議の上、国連CEFACTプロジェクトに提案することも考慮する。
＜金流商流情報連携 TF活動計画＞
· 商流情報の改訂（軽減税率関連）にともない、金融EDIのISO20022導入ガイドの改訂を行う。
· S-ZEDIの情報項目との調整も検討したい。

＜国連CEFACT標準技術研修＞
· ４つの技術研修テーマ（①国連CEFACT標準、②業界横断EDI仕様、③ユーザーメッセージ設計実習、④XMLメッセージ導入演習）は、全てを連続して受講するだけでなく、テーマごとに選択してテーマ単独受講も可能とする。
· テーマ単独受講者のために、各テーマの出だしに国連CEFACT標準／業界横断EDI仕様の概要セッションを設ける。

· 参加や研修費につきSIPS会員特典を設けるべきであろう。
· 標準や技術は改訂されるものなので、第1回研修後にアップデイト・セミナも考慮すべきであろう。
· 研修会実施にあたり、参加の意向やプログラムにつきSIPS会員アンケートを行う。
４－３．業界横断EDI辞書
　事務局より、業界横断EDI辞書2020年A版（日本語版）の公開および日本からの国連CEFACT共通辞書2020年B版メインテナンス要求につき説明が行われた。
（資料：合同2020-1-04(1)　業界横断EDI辞書2020年A版）
（資料：合同2020-1-04(2)　国連CEFACT共通辞書2020年B版メインテナンス）
· 業界横断EDI辞書2020年A版は、SIPSホームページよりダウンロードできる。
http://www.caos-a.co.jp/SIPS/dictionary/dictionary_download.html
· 国連CEFACT共通辞書2020年B版メインテナンス要求は、現時点で3項目ある。2020年B版のメインテナンス要求は7月末を目途に提出したい。
４－４．国連CEFACT標準の国内展開
＜中小企業共通EDI V3と認証制度＞
· ITコーディネータ協会（川内氏）より、4月に公開された中小企業共通EDI V3及び認証制度の説明が行われた。
（資料：合同2020-1-05(1)　中小企業共通EDI V3と認証制度）
＜流通BMSとのデータ連携＞
· 事務局より、昨年度の国際／業界横断EDIタスクフォース・データ連携分科会にて作業が行われた流通BMSとのデータ連携分析結果（ドラフト）につき説明が行われた。
（資料：合同2020-1-05(2-1)　流通BMSとのデータ連携（発注）クラス図）
（資料：合同2020-1-05(2-2)　流通BMSとのデータ連携（出荷）クラス図）
（資料：合同2020-1-05(2-3)　流通BMSとのデータ連携（請求）クラス図）
【審議】
· 流通BMSデータ連携において、国連CEFACT情報項目のマッピングにつき中小企業共通EDIの情報項目マッピングとの相違が見受けられる。ITコーディネータ協会にて相違点を洗い出しSIPS事務局に提出する。
· 昨年10月に流通システム開発センターの公開ページより参照したメッセージデータ定義表では、まだ軽減税率への対応がなされているのか不明。この点につき、流通システム開発センターに問い合わせる。（後日、流通システム開発センターより、「流通BMSでは、一昨年度中に消費税軽減税率制度の区分記載請求書等保存方式の対応を済ませています。」との連絡があった）
· 今後、インボイス対応（適格請求書保存方式）についても検討すべきであろう。

· 流通BMSとのデータ連携で、国連CEFACT共通辞書との相違が目立ったのは次の2点である。

1 国内消費財流通における小売側ビジネスモデルが欧米と異なり、売買に関連する企業の役割定義等で追加の情報定義が必要となった。
2 商品関連情報につき、消費者に販売するときに必要な表示項目（消費期限や海産物の産地情報など）があり、情報定義項目は製造系受発注に比べて増えた。

· 流通BMSについてはデータ定義分析に留まらず、マッピングの実装化を支援するガイドが必要であろう。
４－５．金流商流情報連携利活用
＜EASYBIZ＞
· 事務局より、スマイルワークスのプレスリリースに基づき、インターネットバンキング（福岡銀行）と商流EDI及びERPを連動した業務支援パッケージの概要につき紹介が行われた。
（資料：合同2020-1-06(1)　EASYBIZ（スマイルワークス））
＜eインボイス＞

　事務局より、欧州の公共調達における電子インボイス（インボイスのEDI化）につき紹介が行われた。
· 欧州では公共調達分野におけるインボイスの電子化につき、2014年発行の欧州指令（EU Directive）に基づいて着実に進められている。
· 政府（またはエージェント）は調達において電子的にインボイスを受け取らなければならない。
· インボイスのセマンティック相互互換性のため、コア・エレメント・モデルを定義する。
· インボイス識別ID

· インボイス対象期間
· 買手情報
· 売手情報
· 等々

· 複数の選択されたシンタックスが登録される。
· 国連CEFACT CII（Cross Industry Invoice）ISO 15000-5 Base
· OASIS UBL（Universal Business Language）ISO 19845
· EDIFACT ISO 9735

· 等々
· 2017年には電子インボイス欧州標準（EN16931）が発行され、各国は2020年4月18日までに当該標準に準拠するよう定められている。
· EN16931の標準体系：
· Part 1: Semantic data model of the core elements of an electronic invoice
· Part 2: List of syntaxes that comply with EN 16931-1
· Part 3-1: Methodology for syntax bindings of the core elements of an electronic invoice
· Part 3-2: Syntax binding for ISO/IEC 19845 (UBL 2.1) invoice and credit note
· Part 3-3: Syntax binding for UN/CEFACTXML Cross Industry Invoice D16B
· Part 3-4: Syntax binding for UN/EDIFACT INVOIC D16B
· Part 4: Guidelines on interoperability of electronic invoices at the transmission level
· Part 5: Guidelines on the use of sector or country extensions in conjunction with EN 16931-1, methodology to be applied in the real environment
· 欧州標準の枠組みでは、相互運用性のために推奨標準の採用が進められているが、標準の枠組みの中で各国における独自の対応も可能となっている。
· 国別独自標準（National Standard）12件
· PEPPOL UBL　16件
· CEFACT CII　5件
· その他　6件
＜経団連サプライチェーン委員会＞
　経団連サプライチェーン委員会の状況につき兼子氏が発表の予定であったが、時間の関係で次回に延期した。
４－６．次回予定
　次回のタスクフォースの予定は以下の通り。
（1） 第1回国際連携タスクフォース

日時 ：2020年7月9日（木）13時30分 - 15時30分
場所 ：オンライン会議（ZOOM）
（２）第2回国際／業界横断EDI&金流商流情報連携タスクフォース合同会議
日時：2020年8月後半
場所：オンライン会議（ZOOM）
以 上
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